
第八中学校だより  

学校教育目標 「生徒の夢を育み、生徒と地域の未来を創造する学校」 

 

 

 

 

 ３月７日（土）、令和７年度第７８回卒業証書授与式を挙行しました。厳粛な雰囲気の中、涙溢れる感
動の卒業式となりました。２７名の卒業生一人一人に、卒業証書を手渡しました。在校生代表として中
村李々華さんによる送辞、卒業生代表として平田虎太郎さんによる答辞がありました。平田さんの答辞
の中には、在校生、保護者、そして３年間一緒に過ごしてきた仲間への感謝の気持ちが綴られていまし
た。閉式後、卒業生旅立ちの歌として、１曲目は合唱コンクールで歌った「絆」の合唱、そして２曲目は、
在校生も一緒になって「旅立ちの日に」を合唱しました。体育館いっぱいに大きな、そして美しいハーモ
ニーが響き渡り、会場にいる参加者全員に感動を与えてくれました。卒業生の皆さんは、第八中学校を
巣立っていきますが、これからも八中三道「優しく 強く 正しく」を忘れることなく、第八中学校卒業生と
しての誇りをもって、それぞれの人生を一歩一歩着実に歩んで欲しいと思います。卒業生の皆さんの前
途に幸多からんことを祈っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２７日（金）、２年生理科の授業で八代高専との連携授業を行い
ました。八代高専から東田洋次教授、吉永圭
介准教授を講師としてお招きし開催しました。
今回のテーマは「液体窒素を利用した状態変
化と超伝導」と題し、たくさんの実験を行いま
した。最初に、液体窒素の温度を測定すると、
なんとマイナス１９６℃前後でした。次に、液体
窒素が入った容器に蘭の花やカラー
ボール、膨らませた風船を入れてみまし

た。花びらはカチカチに固まり、上から落とすとガラス細工のように粉々
に砕けました。風船は、液体窒素に入れるとどんどんしぼみ、外に出すと
また元のように膨らみました。次に、超伝導現象について実験をしてもら
いました。磁石の上においた超伝導体が液体窒素で冷却することで浮
き上がる様子を見ることができました。今回の連携授業を通して、学校
の授業だけでは体験できない実験を行うことができ、生徒たちもイキイ
キとそして楽しそうに活動していました。 
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２月２７日（金）５・６時間目、体育委員会主催によるクラスマッチを開催しました。競技はバスケットボ
ールで行いました。各学年３～４チームを編成し、３つのリーグ戦を行った後、各リーグの勝者でトーナメ

ントによる優勝決定戦を行いました。どの試合も白
熱した戦いが繰り広げられましたが、試合をしてい
ないチームも体育館２階のギャラリーから声援を送
る姿が見られ八中生の仲のよさを垣間見た瞬間で
した。結果は、優勝決定戦が２年生同士の戦いとな
り、なんと優勝から３位まですべて２年生チームとな
りました。どの生徒も試合中も含めて笑顔があふ
れ、３年生も受検前の気分転換になったようでした。 

２月１９日（木）に３年生、２月２６日（木）と３月５日（木）に１年生、３月１３日
（金）に２年生でそれぞれ調理実習を行いました。３年生は、「幼児に与えるおや
つ」というテーマで、それぞれの生徒が幼児向けのおやつを決め、そのレシピや
作り方を調べて調理に挑戦しました。２年生は、郷土料理をテーマに「いきなり
団子」、「いちご大福」、「高菜のおやき」を作りました。１年生は、１回目は洋食メ
ニューで「ハンバーグと野菜ソテー」を、２回目は和食メニューで「サバの味噌
煮、かき玉汁、キュウリとわかめの酢の物」を調理しました。３年生は作るものが
個人でそれぞれ違うため、材料や調味料等も様々で、生徒たちは悪戦苦闘？し

ていたようです。１年
生は初めての調理実習でしたが、２回目は慣
れた手つきで、作業もテキパキとこなしていま
した。２年生は「食育交流料理教室」以来の
調理実習で、３年生が技術の栽培の授業で
収穫したさつまいもを使わせてもらいました。
どの学年の生徒も楽しく和気あいあいと調理
実習を楽しんでいたのが印象的でした。 

まもなく令和７年度も終わりを迎えようとしています。本年度は、
学校行事や各種イベント等大きなトラブルもなく、滞りなく実施す
ることができました。その中で、生徒の皆さんの成長を実感するこ
とができました。１年生は、５月に集団宿泊教室を実施し、水俣病
問題学習や中学校生活に慣れること、仲間との絆づくりに成果が
見られました。また、集会や式典で大きな声で校歌を歌ってくれま
した。２年生は、２泊３日で関西方面への修学旅行を行い、京都で

の班別自主行動など多くの学びがありました。誰一人体調不良を訴え
ず無事に旅行を終えることができたのも成長の証です。また、新生徒
会役員や新専門委員長として、３学期から生徒集会や新入生説明会、
朝の挨拶運動など責任をもって主体的に取り組んでくれています。実
施したすべての教育活動で、生徒の皆さんの活躍の姿、成長した姿を
見ることができて大変うれしく思っています。こうして無事に学年末を
迎えることができたのも、生徒の皆
さんの頑張り、保護者や地域住民
の方々のご支援とご協力があった

からこそだと衷心より感謝いたします。次年度も更に充実した地域と
ともにある学校づくりに取り組んでいく所存です。 
  いよいよ春休みを迎えます。この春休み期間、現在の学年の振り
返り（学習面と生活面）と４月からの新しい学年への準備を万全に
行い、気持ちも新たに新学期を迎えてほしいと思います。  

成長を実感できた一年でした。 新年度の準備を！ 
 

１年生「集団宿泊教室」 

生徒会「新入生説明会」 

２年生「修学旅行」 


